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U19日本代表・武漢日記 （2） 

７⽉月２⽇日(⽊木) 

　 バスが予定時刻より早く出発し２名が乗り遅れる。選⼿手等が到着してから１５分ぐ
らいしてから２名到着(⼋八⽊木、清⽔水）。話を聞くと、歩いて⾏行こうと思っていたところ、
⼋八⽊木先⽣生が近くにある農業⽤用の乗り物を⾒見つけて、「これで⾏行きましょう。」と地元
の⼈人に「中国語講座」の本を⾒見ながら交渉。１０元でタクシー代わりにして会場⼊入
り。 初のアジアジュニア遠征参加とは思えない⼋八⽊木先⽣生の働きぶり、順応ぶりに驚か
される。 

�1

JW2x 横⽥田選⼿手（唐津東⾼高校）、髙野選⼿手（⽇日⽥田三隈⾼高校） 



　朝８時過ぎだというのに、じっとしていても汗が出てくる。午前中のメニューは、
６ｋｍ各⾃自でトレーニング、２５０ｍをｓｔ付で４セット（各２５０ｍOFF）、５００
m×２　ランニングｓｔで２セット（５００ｍOFF)、２０００ｍイメージレース。本⽇日
より⾃自転⾞車２台レンタルして伴⾛走ができるようになった。 

　 午後は少し休ませることを考え、それぞれのクルーで課題トレーニング１２ｋｍ。
伴⾛走道路には、バイクに拡声器を乗せて指導する中国や３つのコースで並べをする⾹香
港などいろいろなチームがいる。 

　 選⼿手は、暑いからなのか⾷食事がデザート中⼼心。ほとんどのものが⽕火を通っているも
のなのに油を避けているのか、⾷食が細い。デザートに⾷食べやすくカットされたスイカ
は異常に⾷食べている。飲料⽔水は⽔水が⽀支給されて買わなくてもよいが、何かに匂うよう
で清⽔水先⽣生が⽇日本から持参したトレビーノで１度フィルターを通してから飲んでいる。

　 男⼥女のダブルスカルは戸⽥田合宿から変わらない調⼦子のようであるが、男⼦子シングル
スカルの久保選⼿手は少しずつ調⼦子が上がってきている様⼦子。対して⼥女⼦子シングルスカ
ルの吉⽥田選⼿手は艇がよくなったものの、戸⽥田合宿で舵なしクオドルプルからシングル
スカルということで苦戦中。徐々に上がってくることを期待している。 

�2

JM2x 野村選⼿手、瀬戸選⼿手（ともに美⽅方⾼高校） 



�3

JW1x 吉⽥田選⼿手（若狭⾼高校） 

JM1x 久保選⼿手（保⾕谷⾼高校） 


